
 

 

 

 

 

解説【英語を聞いて、行き先がわかるかな】 
英語を聞きながら、目的地に正しくたどり着くかどうかを楽しむゲームです。

実際には言葉だけで行うのは非常に難しく、何度も確認しながら進ませること

が大切です。道の尋ね方や、左右の英語の言い方、進み方を理解させてからゲ

ームを行います。何度も体を使って体験させることが大切です。例えば、Raise 

your left hand.などの表現を用いて、実際に子どもたちに左右の手を挙げさせた

りしながら、言い方に慣れさせます。中には左右や上下の感覚がわからず、な

かなか目的地にたどり着けない子どももいます。しかし、諦めさせずに何度も

繰り返すことで、感覚を身につけさせていきます。英語の表現としては、Where 

is~? Go straight. Turn right. Turn left. Next to ~. It’s on your left (right).などを

用います。この道案内は、中学校でも、高校でも学習する内容ですので、表現

を無理に定着させようとはせずに、道案内の表現や左右の言い方に慣れ親しま

せるようにするだけでも十分です。中学校では corner（コーナー：角）を用い

て説明し、高校では block（ブロック：街区）を用いて説明しますが、これら

は、子どもにはなかなか理解させることが難しいものです。そこで、Go straight.

と言われたら、１ブロック進むとルールを決めます。また、Turn left.であれば、

左に向きを変えるだけで、先には一歩も進まないこととします。これでも十分

に道案内は可能です。複雑にならないようにすることが肝要です。遊び方とし

ては、街のシートを使用し、子どもたちの好きな人物を選び、シートの好きな

ところに置きます。そこで会話が行われていると仮定し、道案内がスタートし

ます。スタート場所によっては、シートを回転させないと理解できないほど複

雑な場合もあり、子どもたちの知育教材としては格好の教材となります。 

【会話例】 

 エリカ：Excuse me. Where is a flower shop? 

 アナンダ：Yes. Go straight. Go straight. Turn right. Go straight. It’s on your left. 

 エリカ：OK. Go straight. Go straight. Turn right. Go straight. It’s on my left. 

 アナンダ：Yes, that’s right. 

 エリカ：Thank you very much. 

 アナンダ：You’re welcome. Bye. 
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